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　ン ターに集約す る こ とが で きた 。 しか も，本社 で全体の デ ー タ を蓄積 ・利

　用 で きる よ うに な っ た 。 石油製 品の よ うに 品種の 少 な く同質 な製品 の場合

　に は，差別化が 難 し く価格競争 に 陥 る こ とが多い た め在庫管理が 戦略的な

　重 要性 を持 つ
。 さ らに

，
日石 は今後 5 年以 内 に 5000カ所 の ガ ソ リ ン ス タ ン

　 ドの 店頭で 顧客情 報 をパ ソ コ ン に よ っ て 管理 ・分析 で きる シ ス テ ム を導入

　する 予定 で ある 。 自動 車用 品販売の 「オ
ー

トバ ッ ク ス セ ブ ン 」は全店舗 を

　オ ン ラ イン で 結 び
， 商品の 発注 ・検品 な どの 事務処理 を自動化 して い る 。

14） 「ジ ャ ス コ 」系店舗 の POS デ
ー

タ が 一
部有料で 日経 ニ

ーズ を通 して 販

　売 され て い る に す ぎない
。

15）　 メ
ー

カ
ー とス ーパ ーな どの 力 関係 の 逆転 は プ ラ イ ベ ー

ト ・ブ ラ ン ド商

　品に 象徴 され て い る 。
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削 減す る こ と もあ る 。 今後 ， 日本で もダウ ンサ イジ ン グ や情報通信 な ど

の 技 術革新 ・導入 が ，
い か に 企 業 にお ける意思 決定 に影響す るか は 注 目

に値 す る 。

注

　 ＊ こ の 小論 は 文部 省科学研 究費重点領域研 究 「情報社会 と人間 」に よ る研

究成果 の 一
部で あ る 。 な お

， 調査 に た い して 帝人 ， 松下 電器 産業 ，
ソ ニ

ー
，

三 井物 産，サ ン リ ッ ト産業は じめ 多 くの 企業の 協 力 を得 た こ とに 感謝 した い 。

調査 企 業の 都合 もあ り論文発表 の 時期が 大幅 に遅 れ て しま っ た 。
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「情報化 白書」，
46−47ペ ージ 参照 。

「情報化 白書」，
68ペ

ー
ジ参照 。

「情報通 信年鑑 」， 584ペ ージ参照 。

「情報産 業サ ー ビ ス 白書」，
80ペ ージ参照 。

「情報産業サ
ー ビ ス 白書」， 81ペ ージ参照 。

電子 部品業界 は 1993年 EDI に よ る国際取 引の 試行 を開始 した 。 発注業

務 か らス ター トして 業務 をさ らに拡大 し ，
200社 程度が 利用す る予 定で あ

る 。 こ の 業 界 と取引 の 多 い 電線 業界 や電 機業界 な ど との 業際取 引 や 物 流 の

た め の 機 能 を大 幅に 増 加 した EDI プ ロ トコ ール に 更 新 され た 。 現 在 ，

EDI セ ン ターか ら企 業 コ
ー ドを発 番 され た企 業 は 1100社 に達 して い る 。

7） 典 型的 な SIS の 成功例 は 「ア メ リ カ ン エ ア
ー

ラ イ ン 」 の 座席予 約 シ ス

テ ム 「セ イバ ー
」 とい わ れて い る 。 ア メ リカ ン エ ア

ー
ラ イ ン は い ち早 く旅

行代理店 に セ イバ ー
の 端末機 を設置 し，他 の 航空会社 に もセ イバ ー を開放

した 。 しか し，セ イバ ーに は 自社の 座 席予約が 優先 され る とい う仕掛 けが

あ り， ア メ リカ ン エ ア
ー

ラ イ ン の 飛 行機 は い つ も満席で 飛ん で い た 。

8）　 日経 ビ ジ ネス ， 1994年 4 月 25 日 ，
10−27ペ

ー ジ
，

お よ び 「POS とマ
ー

ケ ッ テ ィ ン グ戦略」 60−63ペ ージ参照 。

9）

10）

11）

12）

13）

「成功 す る CIM」，
3 −17ペ ージ な ど参照 。

日経 コ ン ピ ュ
ータ ，

1993 年ll月 1 日 ，
116−−125ペ ー ジ参照 。

日経 コ ン ピ ュ
ータ ，

1994年 4 月 18日 ，
79−81ペ ージ参照 。

「POS とマ ーケ ッ テ ィ ン グ 戦略」参照 。

「日本石油」は 1992年 に 全国 オ ン ラ イ ン受発注 シ ス テ ム を完成 させ た 。

特約店 との オ ン ラ イ ン 化 に よ っ て
， 見込み 発注 や 発注後 の 変更が 減少する

と と もに
， 出荷作 業の 進捗状況 を リア ル タ イム で 検索 で きる よ うに な っ た 。

日石 側 に と っ て は 出荷 基地 に配 置 して い た 受注部 門 を全 国 7 ヵ 所の 受注 セ
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トが 双 方 に な ければ 機能 しない の で ある 。

　第六 と して ， 返 品や 値引 きとい っ た取 引慣 行 が 存続 す る場 合 に は 情 報

化 は機能 しない
。 シ ス テ ム の 動きを停止 させ る例外措置が 多い 場合 に は

その シ ス テ ム は 十分 に 機 能 しない
。 例 えば

， 未納 や 滞納が 頻 発す る状 況

の 中で は POS は十 分機 能 しな い し
， 返 品 ・値引 きが 多けれ ば シ ス テ ム

化 す る こ とが難 しい
。 サ ン リ ッ ト産 業 や イ タ リヤ

ー
ドは 返 品や値 引 きを

認 め て い ない とい うこ と に よ っ て 情 報化 を十分利用 して い る 。

　 第七 と して
， 情報 リ テ ラ シ ー の 重 要性 が認 識 されて い ない

。 中小企 業

を含め て
， 情報 リテ ラ シ ー

の 企 業格 差 は 非常 に 大 きい
。 社風 ， 社 内教 育

そ して 経営 者 の 姿勢 に 問題 が あ る 場 合 もあ る 。 オ ン ・ザ ・ジ ョ ブ ・ トレ

ー
ニ ン グ に よ っ て 教 育 し ， 勘や 経験 に よ っ て 仕事 をす る ス タ イ ル に 固執

して い る企 業で は情報化 は難 しい と思 わ れ る。

　以 上 の よ うに ， 企 業の 情 報化が 有 効 に機 能す る た め に は
， 経 営組 織 の

シ ス テ ム 化 と業務 の 明確化 が 不 可欠 で あ る 。 また
， 企 業 間の 情 報 ネ ッ ト

ワ ー ク が 機 能す る た め に も， 取 引慣行 の 改 善 な どシ ス テ ム 化 と標準化が

必要 で あ る 。 情報 シ ス テ ム 化 は 経営 シ ス テ ム
， 企 業組織 業務 内容 と不

可分の 関係 に あ る こ とを認識すべ きで あ る 。

　 日本の 企 業の 中 に は ， 情報 シ ス テ ム が構築 され て もそれ に と もない 業

務 や仕 事の 仕方 が 変化 す る こ と を従 業員 が嫌 う傾 向が あ るため ， 情 報化

は失敗 す る こ とが 多い
。

こ れ まで 情報 シ ス テ ム 部 門が シ ス テ ム を開発 し

て も組 織改 革 を実 行す る 権 限 が な い こ とや経 営者 の 認 識 不足 か ら協力 が

得 られ な か っ た た め に
， 情報 シ ス テ ム 化 が 失敗 す る とい うの が 一

般的な

パ タ ー ン で あ っ た 。 日本 的 な経営 の も とで は
， 経営 者 が組 織 改革 を断行

す る 能力 も実質 的 な権 限 も持 ち合 わせ て い な い こ とが 多い
。 他方 ，

ア メ

リカ 企 業 の よ うに ， 戦 略 的 な経営 シ ス テ ム の 構想の も とで 情報 シス テ ム

が構築 され る と ， 従業 員 は 与 え られ た業務 を遂行す る。
こ の 場合 に は シ

ス テ ム の 有 効性 が 問 わ れ る 。 時 に は
，

企 業 シ ス テ ム の 変 更 （リエ ン ジ ニ

ア リ ン グ） に と もない 情 報 シ ス テ ム を利用 して ホ ワ イ トカ ラ ー を大 幅に
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る手続 が 必 要 で あ る 。 多 くの 企 業 が POS を導 入 して きたが ， その 成 果

の 企業 間 格 差 が 大 きい の は POS の 受 け 入 れ 体 制 に 格 差 が あ る か ら で あ

る 。 従業員 に た い す る教 育 や 管理体 制 の 確 立 が なけれ ば
， 業務分析 を十

分 に遂 行 で き な い し ， POS を効率 的 に 運 用 で きない
、， 「全員 発 注制 」 と

い うシ ス テ ム の 構 想 とそ れ を運用 で きる従業 員の 教 育 ・管理 が 重要 な の

で あ る 。

　 と くに ， CIM の 構 築 の よ うに ， 現 場 の 業 務 を シ ス テ ム 化す る 場 合 に

は エ ン ドユ ー ザ ー と して の 知 識 や ノ ウ ハ ウ が シ ス テ ム 開発 に 欠 か せ な

い
。 CIM シ ス テ ム を運 用 す るユ ー ザ ー 自身が シ ス テ ム 開発 す る こ とが

理 想 で あ る 。 そ う した 意 味 で 従業 員 の 能力 向上 に 向 け た教 育 が 必 要 で あ

る 。

　 第三 に
， 基 幹業 務 を情 報化 して きた 。 販 売 や 生 産 を中 心 と して 定型 的

業務 を情報化 したが ， 組織 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や意思決定の 手段 として

の 情報 ネ ッ トワ
ー

ク化 は 一
部 の 企 業 を除 い て 進 ん で い な い

。
こ れ はマ ネ

ジ メ ン トに た い す る情報 化 の イ ン パ ク トが 最 も大 きな側 面 で あ る 。 多 く

の 大企 業 は電子 メ ー ル の 整備や デ ー タ ベ ー
ス の 共有化 を図 っ て い るが

，

わ れ わ れ の 調 査 に よれ ば利用 度 はそ れ ほ ど高 くは な い
。 情報 リ テ ラ シ ー

が 十分 普及 して い な い こ と もあ る と して も，
企 業 文化 や 経営 者 の 姿勢 が

情 報化 を遅 れ させ て い る 側 面 も否 定 で きな い
。

　第四 と して
， 情報化 の 環境 と して 必要 な標準化 が十分 な され て い ない 。

企 業 間 ば か りで な く， 社 内 や グ ル ー プ企 業 間 に お い て も完全 な標 準化が

実現 して い な い 企 業 もあ る 。 そ れ に た い して 個別 企 業が コ ス トをか けて

標準化 して きた の が 現状 で あ る
。 業界単位で ある い は 関連する業界間で

の 標準化 はつ い 最近取 り組み 始め られ た に 過 ぎな い
。

　 第五 と して
， 情 報化 に 対応 で きない 中小 企業 は 大企 業 の ネ ッ トワ

ー
ク

に 系列化 さ れ る 。 系列化 され て い る中小企 業に と っ て は 情報化は 管理 が

強化 され る だ けで ある 。
こ うした 情報化は 情報 ネ ッ トワ ー ク が 構 築 され

て も十分機能 しない か もしれ ない
。 基本的 に は ネ ッ トワ ー

ク化 の メ リ ッ
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あ る 。

8 ． お わ りに … … 日本型 情報化の 制約

　こ れ まで 述べ た情報 化 に は 業種 や 業務 に か か わ らず ，
い くつ か の 共 通

の 特徴が あ る よ うに み え る 。

一 般 に は 成功事例 が 目 を引 くが ， 「シ マ ノ 」

の よ うに機 能 しな い 情 報 シ ス テ ム を構 築 した企 業 は少 な くない 。 あ る地

方ス ーパ ー は受発注 をオ ン ラ イ ン 化 した が ， 現場 で 混乱が 起 こ り結局手

書きの 伝票に戻 した 。 そ こ で
， 次の よ うに 産業の 情報化の 問題点を要約

で きる 。

　第
一

に
， 情報化 を単 な る業務の 合理化 や効率化 と多 くの 経営者 は理解

して きた 。 企 業 は情報 ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム を構 築 す る にあ た っ て
，

既存 の 組織 構造 に 手 を付 けず に 済 ま して きた 。

一
部 の 情 報化 を成 功 させ

た企 業 を除 き ， 経営戦略上 の 位 置づ けな し に （思想 な き）情報化 を推 進

した 。 近年 ， SIS構 築 の よ うに 経 営計 画 や 経営 管 理 の 支援 の た め に
， 情

報の 統合化 や 共有化 し ようと して きたが ， 組織や 経営 シ ス テ ム を革新す

る こ とな く情報化 した 結果 失敗 に 終 っ た 。 情 報化 は 企 業 シ ス テ ム の 効 率

を高め る もの で あ るか ら
， 企業 シ ス テ ム と矛盾 して は機能 しない の で あ

る 。 最近 の 企 業 組織 の 分権 化 に と もな う ， 情 報 シ ス テ ム の 分 散化 は こ れ

を端 的 に 表 して い る 。 花 王 の 情報化 は販社 制度 を導入 して は じめ て 機 能

す る の で あ る 。 「エ コ ー シ ス テ ム 」 の よ うな情 報 ネ ッ トワ ー ク 化 はハ ー

ドの 上 で は容易 に構築で きる が ， 企 業の シ ス テ ム と して の 構築 は組織 変

革 を と もな うた め に容易で な い
。

　第二 に ， 業務 分 析 や 業務 改革 な しに情報化 を進 め て きた 。 業務 内 容 と

仕事 の 仕 方 の 見直 し ・改 革 を徹 底 しな けれ ば 情報 化 して も機 能 しない
。

第
一

の 点 と関連 す るが ， 情 報機 器 を導入 し情 報 ネ ッ トワ ー ク を構 築 すれ

ば成 果 が得 られ る と考 えて い た 企業経営者 は少 な くない
。 イ ト

ー
ヨ

ー カ

堂 の 例 の よ うに
， 最初単 品管理 を手作業で 始 め て つ い で POS を導入 す
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な い 」， 「販売 した製 品の 代金は 全額 回収す る」， 「見切 り販売は しない 」

とい う原則 で あ る 。 そ の 結果 ， 同
一 規模 の 同業者 と比 較す る と在 庫 は 4

分 の 1 の 水準 に あ る とい わ れ る 。 返 品 の 多い 百貨店の 店頭売 りに は 商品

を出 して い ない
。 長 い 間業界の 懸案で あ っ た契約 書の 作成 をサ ン リ ッ ト

産業 は 実行 して い る 。

事例 3　 イ タ リ ヤ ー ド
27 ）

　イ タ リヤ ー ドは 婦 人 服 と紳士 服 の 企 画 ・製 造 ・販 売す る 年商43億 円

（1993年）の ア パ レ ル ・メ ー カ
ー

で あ り， 不 況 の 中で も成長 を遂 げて い る 。

小売店の 内装 ， 仕 入れ
， 在庫管理 をすべ て 代 行 す る フ ラ ン チ ャ イズ ・チ

ェ
ー

ン を展 開 して い る 。
1988 年以 降 ， 商品の 企 画，販 売， 物 流 ， 結果分

析 まで の シ ス テ ム を完 成 させ た 。 小 売店 は 販 売 だ けに 集中す るが ， 本社

は必 要 が あれ ば販売 に 関す る ア ドバ イ ス もす る 。 仕 入れ に は 小 売店 は 一

切 関与せ ず に ， イ タ リヤ
ー ドが 実績 デ ー タ に基づ い て 決定 す る 。 また ，

デ ー タ に 基づ き商品点数 を絞 り込 む 。 そ れ に よ っ て 管理 しや す くす る ば

か りで な く， 品切 れ が予想 され る場合 に備 えた 中 間在庫 を協力 工 場 に保

有 で きる た め納 期が 通常の 3 分 の 1 に なる 。

　実績デ
ー

タを もと に各シ
ー ズ ン の 協力工 場 へ の 発注数 を決定 す る 。 協

力工 場 か ら物流 セ ン タ
ー

に 入荷す る とその 実績デ
ー

タ ， 店別 ， 品番別 ，

数量 な どが本社 の ホ ス トへ 即座 に 送信 され る。 出荷指示 と店頭在庫 デ
ー

タ とで 管理 して
， 出荷指 示 は い くつ か の パ タ ー ン に した が っ て シ ス テ ム

が 自動 的 に 行 う。 店頭 の 販 売状 況 をハ ン デ ィ
・タ

ー ミ ナ ル で 1 日 1 回

VAN を経由 して 本社の ホ ス ト
・コ ン ピ ュ

ー タへ 読み 込み
， 品切 れ が 予

想 され る商 品 は 追加 生産 を決定す る 。

　情 報 ネ ッ トワ
ー ク を利用 して ， 日々 の 販売動 向 を見 な が ら商品 の 投 入

や 入 れ替 えを意思決 定す る とい う業界 で は新 しい 経営 ス タ イ ル で あ る 。

当然 ， 小 売店 に よ る 返品 や 値引 き販売 は あ りえ な い 。 現 在 ， 販 売実績 デ

ー タ を も と に計 画 を達成 で きる か ど うか の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を開発 中で
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図5 サ ン リ ッ ト ・トー タル ネ ッ トワ
ー ク の 概 要
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　事例 2　 サ ン リ ッ ト産 業
26 ）

　「サ ン リ ッ ト産 業 」 は 資本 金 1 億 円 で 従 業 員 600名 の ユ ニ フ ォ
ー

ム ・メ

ー カ ー で あ る （1991年）。
ユ ニ フ ォ

ー ム と して の ス ー
ツ

，
ブ レ ザ ー

，
ス

ラ ッ ク ス な どの 既 製服 製造卸 業で あ る 。
ユ ニ フ ォ

ー ム の 製 造で あ るが
，

何 万 人 もの サ イ ズ を採寸 して デ ー タ化 した り， あ る い は 業 務 に 応 じて 機

能を付加 とい う点で 多品種生 産で あ る 。 サ ン リ ッ ト産業 は 中堅企業で あ

るが 情報化で 知 られ る企 業で あ り， 「サ ン リ ッ ト
・

ト
ー タ ル ネ ッ トワ

ー

ク 」 と呼ば れ る SIS を構築 して きた 。
こ の ネ ッ トワ

ー
ク は受注 か ら出荷

まで を VAN を利用 して 結 ぶ と と もに
，
　 CIM に よ る生 産 シ ス テ ム を社 内

に展 開 して い る 。

　第
一

期 と して ，
1975年か ら情報機器 を利用 した 自動化 に よ っ て 縫 製工

場 の QR 体 制 を実 現 した 。 第 二 期 ， 全 国 に 販 売 網 を形成 して
，

生 産 と販

売 を情報 ネ ッ トワ
ー

クで 結 び
，
1982年 に 通信 回線 の 利 用 自由化 と と もに

VAN を設立 して EOS に よる 受発注 を可 能 と した 。
パ タ

ー
ン 処理 の 受発

注 を 行 うた め に ， CAD ／CAM の シ ス テ ム を導 入 して
，
　 EOS と QR と を

結ん だ販売 ・生産連結の ネ ッ トワ
ー

ク を構 築 した 。 第三 期 に は
， CG （コ

ン ピ ュ
ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク）に よ る デ ザ イ ン の 利用 ， さ ら に POS に よ

る 商品管理 の シ ス テ ム の 導入 ， POS に よる物流 シ ス テ ム を展開 し繊 維

産業 の 問題 で あ る 短 サ イ ク ル 供 給 体 制 を実 現 した 。 こ う して 都 市型 の 縫

製工 場 「フ ァ ッ シ ョ ン ・テ ク ノ ロ ジ ー ・ス タ ジ オ 」 を設 置 して
，

ジ ャ ス

ト ・ イ ン ・ タ イム の 1 着流 しシ ス テ ム を 開発 した （図 5 ）。

　 こ の よ うに サ ン リ ッ ト産業 は 受 注 ， 納期情 報 ・在庫情 報 ， デ ザ イ ン ，

型紙設計 ， 生地 裁 断 ， 縫 製 ， 出荷 情報 ， 売掛情報， 物流 とい っ た ほ とん

どす べ て の 生 産段 階 を情報化 して
， 受注か ら発 送 まで を関連企業 を含 め

て 情 報 ネ ッ トワ
ー ク で 垂 直統合 した 。 また ， 九 州 の 別会社 で 情報化 に よ

っ て 身障者 の 働 くこ との で きる 工 場 を稼働 させ て い る 。

　 サ ン リ ッ ト産業 は ア パ レ ル 産業 で は 常識 と な っ て い る 取 引条件 を廃止

した 。 取引 に 関 して 三 条件 を設 けて い る 。 す な わ ち ， 「返 品 は 受 け取 ら
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い る が ，
こ う した慣行 は 情報化す る に あた っ て 大 きな障害 とな る 。 零細

業者 の 中 に は 納期 を守 れ ない 場 合 もあ る 。 力 の 強 い 企 業が 割 り込 み して

生 産工 程 の 優先権 を主 張す る場 合 もあ る 。 例外措 置が 多けれ ば 多い ほ ど

情報 シ ス テ ム 化 を難 し くす る 。

　事例 5　 帝 人

　帝 人 は多 くの 事業 に 多角化 して い る の で ， 繊維 事業 の 分 野 に議 論 を し

ぼ ろ う 。 繊維事 業 の うち ， 販 売 す る 製 品の 割合 は 数量 ベ ー
ス で 3 分 の 1

が 原糸 ，
3 分 の 1 が テ キ ス タ イ ル

， 残 りの 3 分 の 1 が イ ン テ リ ア な ど産

業資 材 で あ る 。 テ キ ス タ イ ル へ の 織 布 ・染色 は 北 陸産 地 の 協 力工 場 に外

注す る 。 原糸で 販売す る場 合 は 別 と して ， 生 産 につ い て は 見込 み 生 産 に

よ り在 庫 して お き， ア パ レ ル ・メ ー カ ー な ど の 注 文が あ り次 第染 色 して

出荷す る 。

　帝 人 は 1976年 か ら情報 シ ス テ ム 化 を推進 して きた 。 産地 の 織 布業者 や

染色工 場 ， そ して 商社 との 問で 情報 ネ ッ トワ ー ク を構築 して い る 。 本社

工 場 ， 協力 工 場の 織機 と染色工 場 の 稼働 状 況 を把握 しなが ら全体の 生 産

管理 を実 施す る必 要 が あ る 。 QR シ ス テ ム を展開す る た め に は情 報 ネ ッ

トワ ー ク の 構 築 が 不 可 避 で あ る 。 そ の た め に ATOM （Appreil　Textile

on −time　Management ） （図 4 ）とい う情報 ネ ッ トワ ー ク を構 築 して い る 。

情報 ネ ッ トワ ー ク の ひ とつ は 顧客 と協力工 場 へ の 受発注 と決 済 に 関する

シ ス テ ム で あ る 。 もう一 つ は 染色 工 場 と間の 生 産管理 の ネ ッ トワ
ー

クで

あ る 。 こ れ らの ネ ッ トワ
ー

ク は ほ とん どが リア ル タイ ム で オ ン ラ イ ン 化

して い る 。

　こ うした情報ネ ッ トワ ー ク は伝統 的 な繊 維産業の 取引慣行に よ っ て 十

分 機能 して い ない よ うで あ る 。 返 品 ， キ ャ ン セ ル
， 飛 び込 み な どの よ う

に， 川 下 の 製品 の 需要動 向 や 「行儀 の 悪 さ」 に よ る例 外措 置 の 繰 り返 し

は シ ス テ ム 的 な 問 題 解 決 と矛 盾す る 。 こ こ で もテ キ ス タ イ ル と ア パ レ ル

との 間 にお け る シス テ ム 化の 難 しさが み られ る 。
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雑 な利害関係が 色濃 く残 っ て い る ばか りで な く， 企 業規模 は 合繊 メ
ー カ

ー を除 け ばほ とん どが 中小企業 で あ る こ とか ら ， 企業 レベ ル の 情報 シ ス

テ ム 化 は 図 られ て い る もの の 業 界全体 と して の 情報化 は 進 ん で い な い
。

と くに テ キス タ イ ル まで の 段階 とア パ レ ル との 間 の 隋報 シ ス テ ム 化が 遅

れ て い る 。

一
部 の 大 企 業 が業 界全 体 の 情 報化 を主 導で き る状 況 で は な い

。

紳士服 の ケ
ー ス の よ うに 小売 業か らの ネ ッ トワ

ー ク化 が 見 られ る もの の

大 勢 と は な りに くい
。 EDI な どの 標準化 も業界 と して 遅 れ 気 味で あ り

，

各企 業ご とに 対応 して い る 。 繊 維 ・アパ レ ル 産業の 情報化の 現状 は 日本

の 産業 に お け る情報 化 の 縮 図 とい っ て も過言 で は ない
。

　繊 維 ・ア パ レ ル 産 業 の 情 報 化 は 技 術 的 に は 整 備 され て きた 。 CG
，

CAD ／CAM ， 自動化 され た ミシ ン や 編 み 機 な どの 業界 固有 の 自動化 され

た機 械 と と もに ， 情報 ネ ッ トワ
ー

ク 化 に必 要 な ハ
ー

ド ・ソ フ トは 利 用 可

能で ある （図 3）。 実際 ， それ ぞ れの 企業 は情報化 を独 自に推進 して きた 。

事例 と して後 に取 り上 げる 「帝人 」， 「イ タ リヤ
ー

ド」や 「サ ン リ ッ ト産

業」 だ けで な い
。 婦 人服 専 門店 の 「鈴屋 」 は商品 の イ メ

ー
ジ 図 や 写真 を

品番 と合 わせ て 管理 す る シ ス テ ム を開発 した 。
こ の シ ス テ ム は 商品企 画

か ら生 産の 進 行管理 や 販売分析 まで を可 能 とす るが ，柄 ， 素材 ， デ ザ イ

ン な ど も情報化 さ れて お り， 販 売分 析 と商 品開発 に 有効 で あ る
22 ）

。 「ワ

コ
ー

ル 」 は 受注 の 迅 速 化 を 目的 と して
，

ス
ーパ ーの 「ニ チ イ」 と最販 店

向 け ブ ラ ン ド品 に つ い て ISDN を利 用 した 受 発 注 シ ス テ ム を構 築 し

た
23 ）

。 注 文紳士服 の 「JM 紳士服 チ ェ
ー

ン 」 は納期 を 2 〜 3 週 間か ら 10

日 程度 に 短縮 す る 目的 で 情報 シ ス テ ム 化 に着 手 した
24 ｝

。 紳士 服 の 「ダ

ー バ ン 」 は 百貨店の 店頭に 補充発注の 目的で EOS を導入 し， 在庫管理

や 返 品 の 削減 に利 用 す る
25 ）

。

　 繊 維 ・ア パ レ ル 産業 は原糸か ら製品 まで の 段階 を多 くの 企 業の 分業 に

よ らなけれ ば な らな い こ とや その 企 業が 中小 企 業 で あ る こ とに よ り， 業

界全 体 と して の 情報化 は遅 れ て い る 。 また
， 返 品 ， 価格 の 後決 め

， 値 引

き， 長 い 決済条件な どの 業界 固有の 取引慣行が 依然 と して 幅を利かせ て
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程 の 短 縮 ・同時 化」 や 「生 産工 程管理 の 自動 化」 を重 要視 して い る 。 工

場 を FA 化 して 生産現場 を 自動化 ， 無 人化 を 目指 して い るが ，
シ ス テ ム

を構築 す る FMS と CIM に つ い て は 中小 企 業は大 きくた ち遅 れ て い る 。

CAD を導入 して い る企 業 は 満足 して い るが ， 導入 の 割合は か な り低い

水準に あ る 。

　概 して
， 中小企 業で は生産部 門の 情報化 に 取 り組 ん で きたが ， 生産部

門 と他部 門 との シス テ ム 構 築 は遅 れ て い る 。 また
， 外 部 との ネ ッ トワ

ー

ク の 形成 に 関 して も， 大企 業 の 情 報化 に巻 き込 まれ る よ うに しで 隋報化

に対応 して きた 。 「販 売先」， 「親会社 」， 「仕入先」 との オ ン ラ イ ン 化 さ

れて い るが ， 大企業 と比較す る と各種デ
ー

タベ ー
ス の 利用が 極端 に少な

い o

　中小企業 の 中に も情 報 ネ ッ トワ
ー

ク を利用 して 事業機 会 の 獲得 を狙 お

うとす る動 きも少 な くない
。 例 えば ， 自動車の 中古部 品販売会社 が共 同

で 部品在庫の 情報ネ ッ トワ
ー

ク を構築 して
， 無駄 な在庫の 削減や 品揃え

の 増加 を実現 して い る
20 ＞

。 石 川 県 に あ る ニ ッ ト ・メ ー カ ー は ハ ン デ ィ

・タ ー ミナ ル を営 業マ ン に持 たせ て
， 帰社後 ホ ス トに情報 を吸 い 上げる

こ とで事務処理 を合理 化 して い た 。 こ の ハ ン デ ィ
・タ ー ミナ ル は 時 間デ

ー タ な ど も含 まれ る た め営 業 マ ン の 管理 と して も機能す る 。

7 ． 繊維 ・ ア パ レ ル 産業 の 情報化

　繊維 ・ア パ レル 産業 に お け る企 業 は見込 み生 産 と過剰在庫 を前提 と し

て 営業 活動 を して きた 。 そ う した 意 味 で 最 も情 報化 が必 要 な産 業で あ り，

情報化 は 産業再 生の 有効 な手段 とな りうる 。 業界全体 と して 流 行の 変化

と消費者需 要 の 多様化 に 対応 で きる 多品種 ・少 ロ ッ ト， 短 サ イ ク ル の 生

産 ・供 給 シ ス テ ム
，

い わ ゆ る QR （ク イ ッ ク ・レ ス ポ ン ス ）シ ス テ ム の

構築が 待望 され て きた 理 由 もこ こ に ある
21）

。

　 しか し ， 古 い 伝統 を もつ 産業で あ るが ゆ えの さま ざまな取 引慣行 や 複
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6 ． 中小 企業 の 情報化

　多 くの 中小企 業 は 何 らか の 情 報化 をは か っ て い る 。
70％ の 企 業が パ ソ

コ ン を保有 し， 50％が オ フ コ ン ， 20％が ワ ー クス テ ー シ ョ ン をすで に導

入 して い る 。 また ， 情報 シ ス テ ム を70％強 の 中小企 業は 情報 シ ス テ ム を

すで に 導 入 して お り， 今後導入 を計画 して い る 企 業 を含 め れ ば80％以 上

が 情報 シ ス テ ム を導入 して い る
16 ）

。 中小企 業の パ ソ コ ン 導入 の 目的は
，

一
般 に は

， 「事務処 理 の 迅 速化」， 「事務の 簡素化」が 多い
。

つ い で
， 「人

手不 足 の 解消」， 「事 業拡 大 へ の 対 応」 と続 く
17）

。 目的が 事業 展 開 の た

め の 積極 的理 由か ら， 近年 「他社 に遅 れ ない た め」 あ る い は 「サ
ー ビ ス

の 改善」 とい っ た 目的が多 くな っ て い る の は 情報化 が進 ん で い る こ との

現 れ か も しれ ない
18 ）

。

　情報 化 され た 業務 は 「財務 ・会計」 が 70％強 ， 「給 与管理」が 60％弱，

「受注 管理 」が 50 ％弱 ， 「顧 客管理」が や は り50％弱 の よ うに
， 比較 的定

型 化 さ れ た業務 に 関連 して い る 。 「事務 処理 の 迅 速化」， 「事務 の 簡素化」，

「経営の 把握 分析」に つ い て は
，

パ ソ コ ン の 導 入効果 をみ とめ て い る 。

情報 シ ス テ ム を導入 した 企業 の 半分以上 が満足 して い ない
。 その 理 由 は

杜 員が シス テ ム を十 分 理 解 して い ない こ と
， 導 入 目的が 明確 に され て い

なか っ た こ と ， そ して シ ス テ ム 構築が 段 階的で なか っ た こ とが あげ られ

て い る 。

　 中小企 業 に お い て は情報化は経 営者主導で 進 め られ る こ とが 多い
。 ほ

とん どの ケー ス は社長 な い しは役員が 情報化 を推進 して い る が ， 中小企

業 で は 人 材 は豊 か で は な い
。 経 営者 が 自分 自身で 情 報化 に 関す る知識 を

習得するか社員 に研 修 させ る と して も，

ハ ー ドメ
ー

カ
ー

や ソ フ トハ ウス

な ど外 部 に 依存 す る 割 合 は 大 きい
。 しか し， ハ ー ドメ

ー
カー や ソ フ トハ

ウス は ユ ー ザ ー の 要 求 に 十分対応 して い る わ けで は ない
19）

。

　生 産 工 程 の 情 報 化 に か ん して は ， CAD ／CAM か ら製造 工 程 まで を統

合 す る CIM を構 築 した 中小企 業 も例外的 に は 存在す る が ， 多 くは 「工
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り納 入 され て い なか っ た とい う。

　POS を導入 す る た め に は 前提 条件 が 必要 で あ る 。 こ の よ うな低 い 納

入率が 放 置 されたの は 発注台帳登 録化が進 んで い なか っ た こ と， そ して

デ リバ リ ーの 体制 が 整備 され て い なか っ た こ とに 原因が ある 。 イ ト
ー

ヨ

ー
カ堂 は単 品の 発注 台帳の 登録化 を進め る と と もに

， 問屋 や メ
ー

カ
ー と

未納 ・滞納 に たい す るペ ナ ル テ ィ を課 し代替品 の 納 入 を禁止 した 。 納品

率が 低い 段 階で POS を導 入 して もデ
ー

タの 信頼性が ない の で 効 果 を発

揮 で きな い の で あ る 。
こ う した 準 備 の も とに 1985年 に全 店120店舗 に

POS シ ス テ ム 8000台 を導入 し
， 商 品 コ ー

ドは JAN コ
ー

ドを採用 した 。

1986年 に は
， 多頻度小 口 納入 に対 応 して 在庫 の 適 正化 と品切 れ 防止 をね

ら っ て
，

い わゆ る 「窓口 問屋」制が 導入 され ，
こ れ に よ っ て 物流 コ ス ト

を大幅 に削減 した 。

　POS シ ス テ ム は ハ ー ドだ けで は 単 な る レ ジ ス タ
ー

に過 ぎな い
。
　POS

デ ー タ をどの よ うに 有効 に 利用 す る か が重要 で あ る 。 イ ト
ー

ヨ ー カ堂 は

1987年 に 「全 員発 注制」 を導入 し た 。
パ ー トを含 め た 売場 の 担当者 が

POS デ ー タ を利 用 しなが ら 自分 の 判 断 で 商 品 を追加 発注 す る制度で あ

る 。 POS デ
ー タ を分析 して も， 本部 に お い て 地域 性 を考慮 しなが ら全

商品 を適正 に 在庫管理す る こ とは不 可能に近 い
。 売場で の 判断 を容易 に

す る た め に
， デ

ー タ をグ ラ フ化 した パ ソ コ ン を86年 に は 導 入 した 。 1991

年に は 翌 日 に POS デ
ー

タの 分析結果 を端末で 検索で きる よ うに な っ た 。

売場 の 担 当者 が POS デ ー タ を利用 で きる よ うな責任 と権 限 が イ ト
ー

ヨ

ー カ堂 で は与 えられて い る 。 す なわち ， 分権的な意思決定シ ス テ ム が導

入 され て い る 。 な お ， イ トー ヨ ー カ 堂 は 売場 か ら オ ン ラ イ ン で 発 注す る

た め の 携帯 端末 を148店全 店 に 1 万 2 千 台 を設 置す る 。
パ ー トを含 め て

2 人の 1 台の 割合で 端末が 支給 され る こ とに なる 。
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注 シ ス テ ム も稼働す る 。
こ の 取 引の た め に ジ ャ ス コ は 商 品 コ

ー
ドを花王

の 使用 す る JAN コ ー ドに変 更 し
， 発注 ・納 品 ・返 品伝 票 を廃止 した 。

ジ ャ ス コ は 花 王 に 対 して POS デ ー タ を開 放 し ， 花 王 の 棚 割 シ ス テ ム を

ジ ャ ス コ に 開放 した 。 そ の 結 果 ， 手 間の か か る 棚割 作業 が 合 理 化 され
，

年間 1 万 2 千 人 ・時 間節 約 さ れ た とい わ れ る 。 電 子 取引 は メ ー カ ー と小

売店の 直取引 で あ り， 「問屋 と ば し」 と い う意味で 流通 業 に お け る大 き

な構造 変化 を予 兆 させ る 。 両 社 の コ ス トは 大 き く削 減 され るた め ， 今 後

花王 製品 の 値下 げが 予 想 され て い る 。 食 品卸の 「菱食」 とス ーパ ー 「相

鉄 ロ ー ゼ ン 」 との 間 で も電子 取 引 が 開 始 され た 。 こ う した EDI の 利 用

に よ っ て 新 た な企業 間関係 や 産業構造が生 まれ る だ ろ う 。 しか し， 先 に

述 べ た よ うに
， EDI に よ る取引 が

一
般化 す る に は標準化 とい う情報通 信

イ ン フ ラ の 構 築 が 避 けて 通 れ ない
。 と くに 中小 企 業が 広範 に 電子 取引 に

参加す る た め に はそ れ が 前提 とな る 。

　事例 4 　 イ トー ヨ ー カ 堂

　イ トー ヨ ー カ 堂 は 大手 ス
ー パ ー

マ
ー

ケ ッ トの 中で 最 も高 い 利益 率 を維

持 して お り， 大手 と して 最初 に POS を導入 し熱 心 に 情 報 化 に 取 り組 ん

で きた 。 こ の イ ト
ー

ヨ
ー

カ堂 が 1980年代 初頭 の 業績低 迷 か ら業務改革 に

よ っ て 立 ち 直 っ た の は 1984年 で あ っ た 。 POS シ ス テ ム の 導 入 を開始 し

た の は 1985 年で あ っ た 。 POS シ ス テ ム の 導入 は 業務改革の 結果 叮能 と

な っ た の で あ る 。

　 イ トー ヨ ー カ 堂 の 業務改 革の 徹底ぶ りは 良 く知 られ て い る 。 ユ982年 に

開始 され た業務 改革 の 柱 は 商 品 の 厂死 に筋 を と る」 とい うこ とで あ る
。

「受発 注， デ リバ リ ー
， 未納 ・滞納 ， 品切 れ ， 欠 品等 に シ ス テ ム 的 ア プ

ロ
ー

チ 」 で 対応 しよ うとい う もの で あ っ た 。 品揃 え した 商 品が 売 れ て い

る か ど うか の 単 品管 理 を手 作業 で 始 め た 。 こ の 過 程 で 死 に 筋 商 品 が 明 ら

か に な る と と もに
， 欠 品の 存在が 明 らか に な っ た 。 改革以 前の 不 良在 庫

は40％ で あ っ た 。 1982年 の 時点 で 発注 した商 品 は全 店 で 40％ しか 指定通

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 144

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hosei University

NII-Electronic Library Service

Hosel 　Unlversrty

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日本企 業の 情報化の 問題点

種の 小売業者 と卸業者 との 間で 共同 して 協同 組合 を設 立 して 情報 ネ ッ ト

ワ
ー ク を構 築 して い る ケ

ー ス
， そ して 多数の 異 業種 に 属す る小売業者 と

卸売業者が 共 同で 利 用す る VAN に よ っ で 膚報 シ ス テ ム を構築 して い る

例 もあ る 。

　 POS シ ス テ ム は こ う した情 報 ネ ッ トワ ー ク の 形 成 の 中 で 中核 的 な役

割 を果 た して い る 。 POS シ ス テ ム は小 売 段 階 の 販 売 時 点情報 を単 に 管

理 する シ ス テ ム で は な く， 販売 時点 で 発注 す るデ
ー タ を卸 売業者 や メ ー

カ ーが 意 思決 定 や 戦略 に利 用 で きる よ うに 設計 され た 情報 シ ス テ ム で あ

る 。 現在 ， EOS と組 み 合 わせ て ， 販 売情報が 自動 的 に工 場や 物 流 部 門

へ 伝 達 さ れ る 自動発 注 シ ス テ ム の 構 築が 目標 と されて い る 。

　 こ の シ ス テ ム の 導入 に よ っ て 販 売 デ
ー

タ を即 時的 に入 手す る こ とが 可

能 とな っ た 。 各店舗に合 わせ た 品揃 えや在庫管理 を徹底する ばか りで な

く，細 分化 した消 費者 グ ル ー プ に対 して 直接働 きか け る きめ の 細 か い 「マ

イク ロ ・ マ
ー

ケ ッ テ ィ ン グ」が可 能 と な っ た
13）

。

　産業構 造 の 側面 で も変化 が み られ る 。 日本経 済 にお い て は
， 自動車 業

界 や 家電 業界 の よ うに 大手の メ
ー カ ー

が 伝 統 的 に価 格形 成力 を持 ち ， そ

の 主導で 卸売業 と小売業 を系列化 ， 情報ネ ッ トワ
ー

ク化 を進め て きた 。

しか し POS シ ス テ ム の 普 及 は 小売 業 と メ ー カ ー との 力 関係 を大 き く変

化 させ た 。 大規模 小売 業 は販 売 デ ー タ を リア ル タ イム で 入手 し， その 情

報 を公 開 して い ない た め
14 ＞

，
メ ー カ ー に 対 して 情 報優位 を獲 得 した

15）
。

そ れ に対 して ， 「花王 」や 「大正 製 薬」 の よ うな メ ー カ ー は
一

般 の 小 売

店 に 小 売支援 シ ス テ ム を構 築 して 交 渉 力 を確 保 し よ う と して い る 。 「花

王」 は 200店舗 あ る い は 「大 正 製薬 」 は 4000店 舗 に 設 置 して
， 小 売店 の

経営改善す る た め の 情報 を フ ィ
ー ドバ ッ クす る と と も に

，
POS シ ス テ

ム の デ
ー

タ を 自社 で利用 す る 。

　最近 ， ジ ャ ス コ と花王 は ， 受発注か ら代金 決済 まで の すべ て の 業務 を

オ ン ラ イ ン
・シ ス テ ム に 切 り替 え ，

EDI に よ る ペ イパ ー レ ス 取 引 に 移行

した 。 さ らに ， 品切れ や在庫過 剰に 陥 らな い よ う人手 を介 さない 自動発
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卸業者 は社 内の 情 報化 を以 前 か ら展 開 して い た 。 多品種少量 で ， しか も

多頻 度 の 配 送 を必 要 とす る業 界で は
， 市場情報 の 正 確な把握 な しに は 小

売店に 適切 な品揃 えが で きない
。 そ こ で

， 大手 の 全 国卸売業者 は 地 方 の

関連卸 業者や 一 般 卸売業者 （2 次卸業者） を VAN を通 して ネ ッ トワ
ー

ク 化 す る と と もに ， 小 売店や コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア ー に た い して EOS

に よ っ て 経 営支援 して い る 。

　小 売業者主導 の 情報 ネ ッ トワ ー ク は 大手 の チ ェ
ー ン ス トア

ー に よ っ て

構築 さ れ た 。 POS シ ス テ ム や EOS に よ っ て
， 卸売業者 （窓 口 問屋 ）や

流 通 業者 とオ ン ラ イ ン で ネ ッ トワ
ー ク して 多品種少量 多頻度 の 配 送 を実

現 して い る 。 正確 な小 売情報 の 把握に よ っ て ， 在庫削減 や 鮮 度 を要す る

製 品の 適切 な品揃 えを可 能 と して い る 。
ス

ーパ ー 「イ ズ ミヤ 」 は ノ
ー

ト

型 パ ソ コ ン を利 用 した 生 鮮 食 品 の 発 注 シ ス テ ム を導入 した 。 こ れ は

POS シ ス テ ム と連 動 して お り， 前 日 まで の 販売 動 向 を も とに単 品 レ ベ

ル で 発注 が 可 能で あ り， 発 注精 度の 向上 と作業の 省力化が 目的で ある 。

コ ン ビニ エ ン ス
・

ス トア ー
「フ ァ ミ リ

ー
マ

ー
ト」 は本部 と LAN で 結 ぶ

とと もに ， 全 国55カ所 の 営業所 を ISDN で オ ン ラ イ ン の ネ ッ トワ
ー ク を

構築す る 。
こ れ は本部 の ス リ ム 化 と加 盟店 へ の きめ 細 か い 指導 を通 じて

事務処理の 効率化 を図 るた め で ある 。 また
，

コ ン ビニ エ ン ス ・ス トア
ー

「サ ン ク ス 」 は本部 ， 店 舗 取 引 先 を ISDN に よ っ て 結 ぶ 新 しい 情報 シ

ス テ ム を導 入 した 。 目的 は 品切 れ 防止 や 在庫の 鮮 度管理 を徹 底 させ る こ

とにあ る 。 また ， 各店舗 に検品作業専用 の 専用 ハ ン デ ィ
・タ ー ミナ ル も

採 用 した 。

　その 他 に も， 食品や 日用 品の よ うに ， 複数の メ ー カ ー
や業界 が共 同 し

て 卸売業者 との 問で 情 報 ネ ッ トワ
ー ク を形 成す るケ

ー
ス もある 。 卸売業

者か らメ
ー カ ー

に たい す る発注 ， 納品 ， 請求な どの デ ー タ を共 同で 設立

した VAN を通 して 処理 する 。 卸売業 を対 象 と した地 域 流通 VAN も設

立 され て い る 。 こ の 種 の 情報 ネ ッ トワ
ー

ク は 垂直的で な い とい う意味で

本 来の ネ ッ トワ
ー

クで あ る 。 さ らに ，

一
定 地域 を中心 に

， 多数 の 同一 業
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VAN な ど の 情報技術 の 発 達 に よ っ て もた ら された もの で あ る 。
　 POS シ

ス テ ム の 導 入 店 舗 は 7 万 店 を越 え ，
POS タ ー ミ ナ ル も20万 台 まで 普及

し て い る と い わ れ る （1990年）。 ま た ， 流 通 業 務 と運 送 業 務 に 関 わ る

VAN は全 国で 309ほ どが稼働 して い る （1993年＞
12 ）

。 そ うした ハ ー ドと

と も に ，
ソ フ トや シ ス テ ム の 開 発 ， そ して JAN コ ー ドな ど に よ る 商 品

の コ ー ド化や 標準化の 実現 を通 して
， さ まざまな情 報 シ ス テ ム の 構 築 を

可能 と して きた 。 多品種 少量 生 産 ， 速 い サ イク ル の 製品開発 ， 企 業競争

あ る い は経 済成長 率 の 鈍 化 に対応 する た め の 効率化 に た い して ， 流 通情

報化 は 不可 避で あ っ た とみ られ る 。

　情報 化 は社 内 の OA 機器 の 導入 に よ る 業務 処 理 や 情 報 処 理 を合 理化

する こ とか ら始 ま っ た 。 そ れ が 販 売 ， 物 流 ， さ ら に 決 済や 在庫 な どの 情

報 を取 り込 む よ うに
， 他 企業 へ 拡 張 されて い っ た 。

こ うして企 業間 ネ ッ

トワ
ー

ク の 構 築が 本格化 す る 。 情報通 信 ネ ッ トワ
ー

ク は さ ら に 高度化 し

て お り，
ジ ャ ス コ の よ うに 本部 と169店舗 を結ぶ 基幹系 ネ ッ トワ

ー ク を

マ ル チ メ デ ィ ア を見据 えて 通 信衛星 を利用す る企 業 もあ らわ れ た 。

　最初の 情報ネ ッ トワ ー ク は 大手の メ ー カ ー が 関連 企業 や 取引 先 を囲い

込 み
，

差 別化 の 手段 と して 独 自の ネ ッ トワ
ー ク を構築す る 競争か ら始 っ

た 。 情報 ネ ッ トワ
ー ク 化 は 自社 の 強化 の た め に関 連 企 業 を囲 い 込 む系列

化 とい う形 で 行 わ れ た 。 日用雑貨や 家電 の 業界の よ うに ， まず卸売業 と

情 報 ネ ッ トワ ー ク 化 して 自社 製 品 の 需要 動 向 を詳 細 に 把 握 す る と と も

に
，

工 場 と結 ん で それ を生 産 に 反 映す る の で あ る 。 さ ら に ，
ス

ーパ ー
な

ど に POS 端 末 を小 売 店 に は ハ ン デ ィ タ ー ミ ナ ル を設 置 して 小 売情報 を

入 手す る 。 物流 と もネ ッ トワ ー ク して 生 産 か ら販売 まで を垂直 的 に 統合

した 。 しか し，
こ の 情 報 シ ス テ ム 化 は 各企 業 の 効 率化 に は つ な が る と し

て も， ネ ッ トワ
ー

ク の 重複投資や 運営 コ ス トの た め に業界全体 と して の

効率 をあげ る こ とに な らない との 懸念 もあ る 。

　食 品加工 業界の よ うに ，
メ

ー カ ー も小売店 も規模が 小 さい 場 合 に は大

手 の 卸業者 が 中心 とな っ て 情報 ネ ッ トワ
ー

ク化が 推進 さ れ た 。
こ う した
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　事例 3　 シ マ ノ
11 ＞

　 自転 車部 品 の 大 手 メ
ー カ ー

「シ マ ノ」 は 199Q年 か ら 2 年 か けて 構 築 し

た CIM シ ス テ ム を半年の 稼働 で 放 棄 して
， 改 め て パ ソ コ ン LAN に よ

る 新 しい シ ス テ ム を構築 した 。 そ の
一

部 が 1994年 始 め か ら稼働 して い る 。

こ の CIM シ ス テ ム は 汎 用 機 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ
ー タ に よ っ て 構 築 さ れ

た が ， 小 回 りの 利 か な い 集中処理 が 柔軟 に 変化す る シ マ ノ の 業務 に 対応

しきれ なか っ た とい わ れ て い る 。
ユ ー ザ ー の 業 務 に 応 え ら れ な い シ ス テ

ム を構 築 して しま っ た 原 因 は 業務の 見 直 しに よ る標準化や 合理 化の 検討

が 不足 して い た こ とに あ る と思 わ れ る 。

　シ マ ノ の CIM シ ス テ ム 構築の 目的 は 生 産管 理 を営 業 と統 合 して ， 製

販
一

体 の シ ス テ ム をつ くり，
リ ー ド タ イム を短 縮 し中 間在庫 を削減す る

こ とで あ っ た 。 「まず ， 営 業系 シ ス テ ム か ら生 産予 定 の 情 報 を受 けて
，

生 産計画 を立 案す る 。 部 品展 開， 製造 や 購 買指 示 ， 進 ち ょ く管 理 ， 最 終

組み立 て 工 程の 管理 を経 て
， 製 品の 完成情 報 を営業 ， 経理 系 に供給する

ま で の
一

連 の 生 産 管理 を カ バ ー す る 仕 組 み の 構 築 をめ ざ した 」。 こ の 計

画 は最 終組 立 を含 まない 第
一

フ ェ
ー ズ で あ っ たが

， 例外処理 の 多い 業務

の 実態 に 即 して い な か っ た 。 「価格 や 工 程 ， 受 発注 の 変 更 が 頻 繁 に 起 き

る た め
，

デ ー タベ ー ス や 製 品情 報 マ ス タ ー
へ の 変更 が設計時の 予測 を超

え て 発 生 し」， 現 場 に お い て 混乱 が 生 じた 結果 エ ン ドユ
ー

ザ
ー

に 利用 さ

れ な くな っ た の で あ る。

　結局 ，
こ の シ ス テ ム は 放棄 され ， 利 用 して い たパ ソ コ ン LAN を も と

に して ， ク ラ イ ア ン ト／サ
ー バ ー ・シ ス テ ム に よ っ て 新 しい 生 産 管理 シ

ス テ ム を構築 しつ つ あ る 。 新シ ス テ ム は エ ン ドユ ー ザ ー
の 協力 をえなが

ら京 セ ラ の SE が 開発 す る 。

5 ． 流通 の 情報化

流通 の 情 報化 は 1980年代 後 半 か ら急速 に 進 展 したが ， こ れ は POS や
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お よ び 「部門 間の 情報共有で 業務連携 を緊密 に し ， 全社 レ ベ ル で 業務処

理 を効 率化 」す る こ とで あ る 。

　それ まで の 本社 を中心 と した大型汎用機 に よ る集中処理 の もとで は ，

生 産部 門の 負荷 を営業 部 門が 1青報 シ ス テ ム で 把握 で きな い た め
， 受注 か

ら納 入 まで の リ
ー ドタ イム の 短縮が うま く進まなか っ た 。 部 門単位 の 分

散処 理 に よ り本社 ホ ス トに ア ク セ ス せ ず に状 況 を把握 で きる と と もに ，

他部 門 の シ ス テ ム に もア クセ ス で きる よ うに す る こ とが実 施 され た 。 そ

して 新 シ ス テ ム の ア プ リケ
ー シ ョ ン の 保守 ・ 改 善 を各 部 門の エ ン ドユ ー

ザ
ー

が 担 当す る こ と とな っ た 。

　甲府事業 所 の CIM シ ス テ ム は ユ ー ザ ー が主体 とな っ て 開発 プロ ジ ェ

ク トチ
ー

ム を組織 して
， 徹 底 的 な業務 分析 に よ っ て シ ス テ ム を開 発 した 。

従 来の コ ン ピ ュ
ー タ処 理 が 進捗管理 ， 在庫管理 ， 実績管理 に あ っ た が 生

産業 務全体 に拡 大 され る と と もに ， 人 を 介 した情報の 流 れ を シス テ ム 内

で 伝 達す る こ とで 情報 伝達 を正 確 化 ・迅速化 した 。 こ う して 生 産計 画か

ら部品展 開 へ の よ うに
， あ る 工 程 が終了す る とつ ぎの 工 程 に 必要 な情報

が 確実 に伝 達 され る よ うに な っ た 。

　 こ の CIM シ ス テ ム の 導入 の 結果 ， 計測 で きる 効果 は ， プ リ ン ト基板

の リ
ー

ドタイ ム が 25％ ， 板金加工 が45％短縮 され た こ とで あ る 。 また
，

不 良 品率 が 40％以 上 低減 し ， 作 業 時間が 2 万 時 間以 上 減少 した 。 そ の 他

に ， 技術 力 の 向上 ， 管理 レ ベ ル の 向上
， 情報入 手の 迅 速化 ， 業務 と情報

の 標 準化 ， 他工 程 との 連携 な どが 認 め られ た 。

　残 され た課題 として ， 部門内 に お ける ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に そ っ て シ ス

テ ム を開発 で きる 人 材 の 育成 と ，
シ ス テ ム を十 分 使い こ なす た め に エ ン

ドユ ーザ ー を教育 しなけれ ば ならない とい うこ とで ある 。 また ， 情報 シ

ス テ ム の 基盤 を確 立 す る た め に 部 品や 製 品 コ ー ドの 標準化 を徹 底す る こ

とで あ る 。
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る 。 した が っ て ， CIM の 目的 は必 要 な情 報 を提 供 して リ
ー

ドタ イ ム を

短 縮 させ る で あ る の が ， そ の た め に は作 業 は シ ス テ ム 化 し関連 す る部 門

を統合 す る こ とが 必 要 となる 。

　企業 の 情報 シ ス テ ム 化 は ホ ス ト
・コ ン ピ ュ

ー タ を管 轄 す る 情報 シ ス テ

ム 部 門 に よ っ て 伝統 的 に 構築 され て きた 。 CIM の シ ス テ ム 開発 もホ ス

ト ・コ ン ピ ュ
ー

タ を利用 す る か ぎ り， 技術 的観点 か ら情報 シ ス テ ム 部 門

が 関わ る 。 しか し ， CIM は 製 造過 程 に お け る 作業 や業 務 を分 析 しな が

らシ ス テ ム を組 み 上 げ て い くの で
，

ユ
ー

ザ
ー

の 協力が不 可 欠 で あ る 。
ユ

ー
ザ

ー の ニ ー ズ を正確 に反 映 しな けれ ば ， 使 い もの に な らない シ ス テ ム

が 生 まれ る こ と となる 。 また ， 運用 を改善す る 場 合 に も， 情報シ ス テ ム

部 門 が エ ン ドユ
ー

ザ
ー

の 要 求 を十分 満 た す こ とが で きな い か も しれ な

い D

　 ユ
ー

ザ
ー の ニ

ー ズ に合 っ た CIM は エ ン ドユ ー ザ
ー 自身の 手 に よ っ て

構 築 され る こ とが 理 想的 で あ り望 ま しい
。 シ ス テ ム 開発 に た い する エ ン

ドユ ー ザ ー の 参加 体 制 と能 力 開発 を如何 に 形 成 す る か が CIM の 成 功 の

鍵 を握 っ て い る 。 また ，技 術 的 な観 点か らみ れ ば ， 本社中心 の 汎用 ホス

ト ・コ ン ピ ュ
ー タ を 中心 と し た集 中 シ ス テ ム で は CIM 構 築 は 難 しい か

も しれ ない
。

　 ダウ ン サ イジ ン グ と分散型の シ ス テ ム を も とに ，
エ ン ドユ ーザ ー が シ

ス テ ム の 開発 と運 用 で きる こ とが CIM 構 築の 条件で あ る 。 今 後 は エ ン

ドユ ー ザ ー コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ を可 能 とする た め に
，
CIM を 開発 で き

る 従業 員教 育が 企 業競 争力 の 鍵 とな る と もい わ れ て い る 。

　事例 2　横 河電機 甲府事 業所
10 ）

　横 河電機 は工 業 計測 機 器 の 最大手 の メ ー カ ーで あ る。
1981年 に 開始 し

た全 社規模 の 業務改革 プ ロ ジ ェ ク トの
一

環 と して
， 甲府 事 業所 の CIM

シ ス テ ム を 2 年半 をか け て 開発 した 。 シ ス テ ム 構築の 目的 は 「開発 ， 製

造 ， 営 業 ， 物流 ，管理 の 各部 門 に お け る業務 処 理 の リ
ー ドタ イ ム 短縮」，
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産 シ ス テ ム ）， そ して 工 場全体 の 自動化 を実現す る手段 で もあ る 。
こ れ

らは 主 に作 業過 程 の 省力化 や 合 理 化 を 目的 と して導 入 され た 。 さ ら に ，

設 計段 階 も CAD （コ ン ピ ュ
ー タ支援 設計 ） に よ る情報化が 現 在で は か

な り一 般化 して お り， そ の デ ー タ を CAM （コ ン ピ ュ
ー タ支 援 製造） に

直接 生産 過程 流 して 自動 化 し よ うとす る 方 向 へ 向か っ て い る 。 しか し，

生 産過程 だ け を独立 して 情報化 して も効果 は 少 な く， 多品種 少量 生 産 の

も とで は 営業そ の 他 の 部 門 と情報 を統 合す る こ との 必 要性 ， す な わ ち製

販 シ ス テ ム へ の 要 請が 強 ま っ て い る 。

　CIM の 構 想 は ア メ リカ で 提 唱 さ れ ，
1980年 代 後 半 に は 日本 で も各 企

業で 議 論 さ れ 始 め た 。 CIM は文 字 どお り言 え ば ， 「コ ン ピ ュ
ー タ に よ っ

て 統合 され た 生 産 シ ス テ ム 」 で あ る が
，

どの 企 業 で も利用 で きるパ ッ ケ

ー ジ の よ うな CIM は存在 しな い
。 各企 業が 自前の シ ス テ ム を構築 しな

けれ ば ま っ た く役 に 立 た ない
。 CIM は 開 発 ， 製 造 ， 営 業 ， 物 流 ， 管理

な ど多岐 に わた る部 門 を連結 す る 巨 大 な シ ス テ ム で あ る （図 2 ）。 現在 ，

構築の た め の 試 行錯 誤 が な され て い る が
，

CIM の 構 築 は 企 業 の 競 争 力

を左 右す る ほ ど重 要 な手法で あ る 。

　 同一 品種 を大 量 に 生 産 す る体 制 の も とで は CIM の 構 築 は 容 易 か も し

れ ない が ， CIM の 意 味 は 大 き くな い
。
　CIM は 多品種少量 生 産 に対応 す

る情 報 シ ス テ ム で あ る 。 製造過 程 の 基幹業務で情報 を有効 に利用 しよ う

とす る シ ス テ ム で あ る 。 CIM の 目 的 は 生 産 コ ス トの 低 下 ， 作 業 時 間の

短縮
，

そ して フ レ キ シ ブ ル な 生産体 制 の 確立 で あ る 。 こ れ らの 目的 は業

務処理 の リ
ー

ドタ イ ム の 短縮 に よ っ て 実現 さ れ る
9）

。

　単品種大 量 生 産 に お い て は 同
一 の 作 業 を繰 り返 す ため に ， 実際 に作 業

す る 時 間 と作業 の 終 了後 に 後工 程 へ 仕 事 を伝達 す る時 間が ほ とん ど を 占

め て お り， どの よ うな作業 をすべ きか 判 断す る 時 間は 必 要 なか っ た 。 そ

こ で は作業時 間 の 短 縮が 課 題 で あ っ た 。 しか し ， 多品種 少量 生 産の もと

で は 品種 の 切 り替 えや 段取 りに 時間 を要 し作業能率 を低下 させ る ばか り

で な く不 良品を発生 させ る た め
，

リ ー ドタ イ ム の 短縮 は重 要 な課 題 と な
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図1　花王の 販社 シス テム　統合 ・集約化 され た販社 シ ス テ ム

出所 ： 「SISで突 っ 走る花王 の すべ て」P．173

一 ス 化 さ れ て い る とと もに ， そ の 苦情や 相 談 をデ ー タベ ー ス 化 して ， 社

内情報 と して 共有 し製 品開発 に役立 て て い る 。 後 に述 べ る よ うに
， 最近

，

ス ーパ ー 「ジ ャ ス コ 」 との 間で 受発注 と決済の オ ン ラ イ ン 化 と POS デ

ー タ の 公 開 を実現 した 。

　花王 で は社 内の 情報 シ ス テ ム化 に よ っ て 従業員 の 間で 役職 に 関 係 な く

情報 の 共有 化 が進 ん で い る 。 情 報 の 共有 は組織 内の 権 限関係 を変化 させ

ず に は お か な い
。

こ う して フ ラ ッ トな企 業組織が 生 まれ た 。 花 王 は市場

の 変化 に対応す るため に情報化 したが ， 組織の 変革 とともに個々 の 社員

が 情報発信 す る機 能 を持つ こ と とな っ た 。

4 ． 生 産 の 情 報化

生 産 現場 の 情報化 は ロ ボ ッ トな ど機械単体 の 数値 制御 に よ る 自動化 か

ら始 ま り，
工 程全体 の 自動 化 ，

シ ス テ ム 化 す る FMS （フ レ キ シ ブ ル 生
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戦略 の も とで 経営 シ ス テ ム の 確立 と業務 の 見直 しが 実行 され て い た 。 例

えば ， 花 王 や イ トー ヨ ー カ 堂 の 事例 の よ うに ， 流 通 の 再 編成 （シ ス テ ム

化）が 先行 した の で あ る 。

　事例 1　 花王

　花 王 は 流 通 へ の 積 極 的 な進出 と徹底 した情 報化 に よ っ て 知 られ て い

る
8）

。 商品の 市場情 報 を正 確に 把握 しな けれ ば， メ
ー カ ー は 過 剰 な在庫

を保有 した り消費者の 望 む製品開発 を実行 で きない
。

こ れ は メ ー カ ー ば

か りで な く消費者 に と っ て も改善 され るべ き状 態で あ る 。 花王 は
， 情報

化 を進 め る 以 前 ， 卸売段 階の 情 報 を収 集す る た め に 問屋 を選 別 ・系列化

して 花 王 製品 だ け を扱 う 厂販社」 を 1963年 に 設 けた 。 販社 は全 国 で 130

数社 に達 したが
， 現 在は 24社 に 集約 され て い る 。 ユ976年 に は 販社 の 在庫

は花王 との 所有 と し， 花王 は 小売店 まで の 情報 を掌握 で きる よ うに な っ

た 。

　1974年 か ら花王 は販社に コ ン ピ ュ
ー タ を配置 して

， 販 社の 出荷情報 を

翌 日 に は 見 る こ とが で きる よ うに な っ た 。 販 社 の 在庫 水準 を管理 しなが

ら ， そ れ を生 産計 画 に 反 映 させ る 。 ま た ， 花王 の 製品が 多 品種化 して い

く過程 で
， 物 流 を工 場 か ら小売店 に 直接 配 送 す る た め に 物 流 セ ン タ ー を

建 設 した 。 そ こで は在庫管理 か らピ ッ キ ン グ
， 発 送 まで コ ン ピ ュ

ー タが

管理 す る （図 1）。

　 さ らに よ り正確 な市場情 報 に 接 す る た め に ，小 売店 の ネ ッ トワ
ー ク化

を進 め た 。
1985 年 か ら小 売店 に POS の 導入 を勧 め て 現 在10万 店 に 設 置

され て い る 。
こ の POS シ ス テ ム に よ っ て 小 売店 の 経営 を支援 す る と同

時 に
， 花王 は 小 売店 の 販売 デ ー タ を把 握 で きる よ うに な っ た 。

ス ーパ ー

な ど量販 店の POS デ
ー タは 利用 で きない

。 現在 ， 受発注 は EOS や セ ー

ル ス マ ン の ハ ン デ ィ タ ー ミナル を通 して 自動 的 に行われ る 。

　 さ らに
， 「エ コ

ー シ ス テ ム 」 とよ ば れ る 消 費者が 直接 苦 情 や 相談 で き

る 窓 口 を設 置 して い る 。 苦情 や 相談 に対 応で きる よ うな情報 が デ ー タ ベ
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る 試 み は必 ず しも成功 しなか っ た 。 企 業 の シ ス テ ム 構築 に責任 と権 限 を

持つ 情 報 シ ス テ ム 部 門が十分 に各部 門ユ ーザ ー の ニ ー ズ を把握 で きなか

っ た こ と に 原 因が あ る とい わ れ て い る 。 集中処理 の シ ス テ ム の も とで は

多様 な 各部 門の 要求 を満 た す こ とは難 しか っ た の で あ る 。

　 1980年代後半に な る と SIS （戦 略 的情報シ ス テ ム ）の 構築 が ブ ー ム と

な っ た 。 文字 どお り情 報化 を戦略 的 に利 用 して
， 他 企 業 に た い す る競争

優 位 を獲得 しよ うとい う もの で あ っ た 。
コ ス ト削 減 の よ うな消極 策で は

な く， 積極的 に情報化 を利用 す る 点 に特 徴 が あ る 。 SISは コ ス トの 削 減

や 事務の 効率化 を 目的 とする の で は な く，
企 業が競争優位 を獲得 ・維持

す る 手段 で あ る 。 その た め に は価格 ， 品 質， サ ー ビス な どの 主要 成功要

因 を明確 に しな けれ ば な ら ない
。 こ の 主 要成 功要 因に 焦点 を合 わせ て

，

情報 ネ ッ トワ
ー

ク と情 報化技術 を活用 す る経 営 戦略 が SISで あ る 。

　競争優位 は 「情報の 価値連鎖」 か ら生 まれ る 。 企業の 購買 ， 製造 ， 物

流
，

販 売 な どの 部 門 間 の 情 報 の 流 れ を
，

適切 に シ ス テ ム 化 す る こ とに よ

っ て
， その 情報 を正 確 か つ 迅速 に 伝達 す る こ とで 優 位 を得 る の で あ る 。

在庫 の 適 正化や 納期の 正確化 は典型 的 な例 で あ る
。 例 えば

， それ まで 電

話 で 受 けて い た 受注 を情報 ネ ッ トワ ー ク の 端末機 を設 置 して
，
24時 間体

制で 受注す る方法で あ る 。 SIS は顧客に た い す るサ
ー ビス の 向上 を通 し

て顧 客 や 取 引 先 を 「囲 い 込 む」 こ とで もあ る
7）

。

　経営革命 を もた らすかの よ うな勢 い で あ っ た SISブ
ー ム で あ っ たが ，

今 回 の 不 況 と と もに 忘 れ られ て しま っ た 。 しか し不 況 だ けが理 由で は な

い 。 多 くの 企 業 は 顧 客 を取 り込 む た め に
， 情報 ネ ッ トワ

ー ク を構 築 して

端 末 を取引先 に 設 置 した が
， そ れ だ けで は 「情 報 の 価 値連 鎖」が 生 ま れ

ない の で あ る 。 競 合企業 も直 ぐに 同様 の ネ ッ トワ ー
ク を構築す る か らで

ある 。

　「花王」， 「セ ブ ン イ レ ブ ン 」， 「イ ト
ー

ヨ
ー カ 堂」， 「大和 運輸 」， 「コ ク ヨ 」，

「大正 製薬」， 「セ コ ム 」 な どの 企 業が SIS の 成功 事例 とい わ れ て い る 。

こ れ らの 企 業 に つ い て は
， 情 報 ネ ッ トワ

ー
ク化 す る 以前 に

， 明確 な企 業
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論 して い る 。 ユ993年 6 月 まで 異 業種 間の EDI 取引 は 行 わ れ て い なか っ

た 。 新 日鐵 な ど高 炉 6 社 は 大 手 6社 と CIIで 標 準 化 しよ う と して い る 。

また 大 手鉄鋼 メ
ー カ ー 5 社 は 造船 メ ー カ ー

， 三菱重工 と石 川 島播磨重工

との 問で 造船 用 の 厚 板 の 出荷情 報 に 関 して EDI の 利用 を開始 した 。 石

油化学大 手 6 杜 は 大手 商社 7社 と CII標準 に よ る電子 取引ル ー ル を決定

した。 また ， 電 子機 械工 業会は 運輸業界 と EDI に よ る 共 同配送 実験 に

着手 した 。 集荷 情報 ， 運 送 依頼 情 報 ， 運送 請求， 運送 支払 い 情報の 標準

化 に よ る業 際 EDI を め ざして い る 。 繊 維業 界 は 業 界 の 共通 イ ン フ ラ と

して ， 1996年完成 め ざし業界標 準 とな る共通 商 品 コ ー ドの デ ー タベ ー ス

の 構 築 ，
EDI 標準 フ ォ

ー マ ッ トの 統一
，
　 POS 用の ア プ リケ ー シ ョ ン を

開発す る予 定で ある
6）

。

　日本で は 電 子取 引 を利用 す る 企 業数は 多数 あ るが
， 国 内で EDI を統

一
的 に コ ー デ ィ ネー

トす る動 きは非常 に鈍 い よ うで あ る 。 情報 通信 イ ン

フ ラ を整備 しよ う とす る 国際的 な潮 流 に乗 り遅 れ る 恐 れが あ る とい わ れ

る 。

3 ． 企業の 隋報化

　企 業 の 情報化 は コ ピー 機 ワ ー プロ
， フ ァ ッ ク ス な ど OA 機器 の 導

入 は 別 と して
，

1960年代 に 給 与計算な どで経 理部 門か ら始 ま っ た 。 7Q年

代 に な る と販 売部 門 や 生 産 部 門 な どで 業 務 の 合 理化 と効 率 化 に 利 用 さ

れ ， さらに 社 内の 管理 業務 へ と情報化 は 拡大 した 。 近 年 ， 社 内外 の 情報

ネ ッ トワ ー ク 化 と情報 通 信 の 利用 が 重要 な経営差別化の 手段 とな りつ つ

ある 。 情報化 の 程度 は業種に よ っ て企業 に よ っ て 大 きな格差が あるが
，

業務系か ら情報系 へ と進化 し ， 定型 的情報 の 処理 か ら非定型 的情 報 の 処

理 を取 り込 もう と して い る 。

　情報化 を経営 の 意 思 決定 に 利 用 し よ う とす る 動 きは 1980年代 に MS

（経営 情 報 シ ス テ ム ） と して 始 まっ たが ， 管 理 業務 を情 報 化 しよ うと す
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織改革を き っ か け と して
， 基幹情報 シ ス テ ム を集中処理 か ら分散処 理 へ

と 200億 円 か けて 更 新す る 。 1996年 まで に エ ン ドユ ー ザ ー ・コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ を基 本 と して 各部 門で 商品特性 に応 じた シ ス テ ム を開発 し
，

必

要 に応 じて 各部 門 で 情報 を共有 す る 。 「日立 」 は今 年か ら汎 用機 ホ ス ト

を中心 と した基幹 シ ス テ ム を ク ラ イア ン ト／サ
ー バ ー ・シ ス テ ム ヘ ダ ウ

ン サ イ ジ ン グ す る 。 そ れ に と もない 業務改 革 や 要 員教 育 を見直す こ とに

な る 。 日立 に つ い て も組織改革が 行 わ れ た 。 「セ コ ム 」 は 100億 円以 上 を

か けて
，

セ キ ュ リテ ィ 事業 か ら医療 や 教 育 な ど の 事業 展 開 をに らみ ，情

報通信 ネ ッ トワ
ー

ク を集 中処 理型 か ら分散処理 型 へ 更新す る予定 で あ

る
。 「ラ イオ ン」 もク ラ イ ア ン ト／サ

ー バ ー ・シ ス テ ム に よ る 情報 通信 シ

ス テ ム を構 築 す る 予 定 で あ る 。 そ の 他 ， 「NKK 」 や 「三 井 金属」 な どの

企業 も情報 シ ス テ ム の 分散化 を開始 した 。

　業種 別 で み れ ば
， 分散化 の シ ス テ ム が 稼働 中 と構築 中 の 企 業 の 割 合が

多い 業種 は鉄鋼 ， 非鉄 ， 金 属で あ り，
つ い で 電 力 ，

ガ ス
， サ ー ビ ス

， 建

設 ， 不 動 産 ， 機械 ， 輸送機 器が 続 い て い る 。 金 融 ， 保 険， 証 券， 小 売 ，

商社 が最 も少 ない
。 ま た ， ダ ウ ン サ イ ジ ン グ は 様 々 な業務 で 導入 され て

い る。 営 業支援や販売管理 ，
CAD や CAM な どの 技術 ， 設 計 ， 研 究 開発 ，

経 理 ・財 務 ・原価管 理 ， さ ら に 工 程管理 ， 人事管理 ， 情 報 シ ス テ ム に 導

入 されて い る 。 補助 的 な情報 シ ス テ ム ば か りで な く， 多 くは 基幹 シ ス テ

ム にあ た る業務系 の 情 報 シ ス テ ム に ダ ウ ン サ イ ジ ン グが 導入 さ れ て い

る 。

　 と こ ろ で
，

日本 で は EDI の 標 準化 が 遅 れ て い る が ， 企 業 間で 情 報 を

交換す る た め の 環 境が 遅 れ ばせ なが ら整備 されつ つ あ る 。 近年 ， 受発 注 ，

配送 ， 決済な どの ビ ジ ネス デ
ー

タ を電 子化 して 通信 回線 を通 して や り取

りす る EDI を標 準 化 しよ うとす る 動 きが 強 ま っ て い る 。 1992年 に EDI

の 標準 に な る とみ られて い る CIIが制定 された が ，
こ れ まで 各業界や 各

企 業毎 に対 応 して きた た め に 標 準化 が 進 み に くい 。 自動 車業界 は 独 自の

標準 を利用 して い るが ， 鉄 鋼業界 で は CII標準に 基づ い た 業界標準 を議
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て い た情報化投資 も ， 企業収益 の 悪化の 中 で機器の 新規購 入の 削減 と合

理化 が 実施 され て い る よ うで あ る 。 業 種 別 に み る と，情 報化投 資 を削 減

して い る業種 は製造業 ， 金融 ， 保険 ， 証券で あ るが ， 増加 させ て い る業

種は 小売業 ， 商社 ，
お よび電 力 ，

ガ ス な どの 業種 で あ る
2）

。

　しか し ， 情報化投資 の 削減 の 原 因 に は コ ン ピ ュ
ー タ を取 り巻 く技術 的

環境 もあ る 。 実際，
メ イ ン フ レ ー ム とオ フ コ ン の 販売落ち込み に対 して

パ ソ コ ン と ワ ー ク ス テ
ー シ ョ ン が 若干増加 して い る よ うに

，
ダウ ン サ イ

ジ ン グ の 現象が 進行 して い る
3＞

。 急 速 な技術進 歩 に よ る ハ ー ドの 低価格

・高性能化 と ともに
， 分散処理 が 可能 とな り，

エ ン ド
・ユ ーザ ー ・コ ン

ピ ュ
ー テ ィ ン グの 技術 的環境が整い つ つ あ る 。 また

，
オ ー プ ン シス テ ム

化 とネ ッ トワ ー ク化 の 環境 も拡 大す る に つ れ て ， 企 業 と産業の 情報化 に

根 本的 な変革が 訪 れ る か も しれ な い
。

　 企 業の 情報化 に 対す る ニ
ー ズ も変化 しつ つ あ る 。

一方 で 金 食い 虫 とい

わ れて きた 情報化投資に対 して 経営者 の 間 に反省が み られ
， 他方 で 新 し

い 情報 シス テ ム の 構 築 に よ っ て 競争上 の 優位 を獲得 しよ うとする経営者

も現 れ て い る 。 別の 調査結果 に よれ ば
4）

， 現在 の 情報 化 に 対 す る大 半 の

ニ
ー ズ は生 産 ・販売業務 の 効率化 ・省力化 ，

つ い で 社 内の 情報資源 の 統

合化 ・共 有化 で ある 。 しか しt 将 来 の 情報化 に 対す る ニ ー ズは 社内の 情

報資源の 統合化
・共有化 ， 競争優位の 獲得 の た め の 情報 シス テ ム の 構築 ，

経営計 画 ・経営管理 の 支援で ある と企業 は予測 して い る 。

　 技術 的 な環境 変化 に と もな い
， 現 在 オ ー プ ン シ ス テ ム の 環境 の もとで

ダ ウ ン サ イジ ン グ， す な わ ち ク ラ イ ア ン ト／サ ー バ ・シ ス テ ム が 流行 と

な っ て い る 。 多 くの 企 業が すで に ダ ウ ンサ イ ジ ン グ を導入 を開始 して い

る か 関心 を持 っ て お り， すで に 導入 して い るか計画 中の 企業 は 50％越 え

て い る
5〕

。 ダ ウ ン サ イジ ン グ は文字 どお り大 型機 を ワ
ー ク ス テ

ー
シ ョ ン

や パ ソ コ ン に 置 き換 える ばか りで な く， ダ ウ ン サ イ ジ ン グ を導入す る半

数近 くの 企業は新規 シ ス テ ム を小型機中心 に 構築 しよ うと して い る 。

　 こ こ 1 年の 事例 か らみ る と
， 「三 井物 産」 は部 門 の 権限 を強 化す る組
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て きた 。 そ こ で 得 られ た中 間的 な結 論は以 下 の 通 りで あ る 。

　 1 ． どの 企業 も情 報化 の 推 進が競争上必要 で ある と認識 して い る 。

　 2 ． 情報化の 進展 は業種 に か かわ らず企業毎 の ば らつ きが 大 きい
。 規

模に つ い て は
， 大企 業の 情報化 は 中小 企業 よ りも一 般 的に進 ん で は い る

が ， 中 小企 業の 中 に は情報化 を利用 して 競 争優 位 に あ る企業 もある 。

　 3 ． 情報化 した企 業の 中で も， その 成果 は 企業格 差が 大 きい 。 情報化

機器 とい うハ ー ドを導入 し情報 ネ ッ トワ ー ク を構 築 して も， そ れ が 効果

を発揮する とは か ぎらない
。

　 4 ． 情報化 を推進 す る前提 と して の 組織 の 再編成 ， 業務 の 見直 し ， そ

して 標準化 が 成 果 を左 右す る 。

　 5 ． 情報化 に は 機器 の 利用 を促進 し情報 リテ ラ シ ー を高 め る た め の 人

材 育成 や 企 業風 土 の 変 革が 必 要 で あ る 。

　以 下 で は
， 「産業の 情報化」 の 現状 を見 なが ら， そ の 問題 点 を明 らか

に した い 。 産業情報 化が 華 々 し くジ ャ
ーナ リズ ム を飾 る に もか か わ らず ，

十分 な成果 が あが っ て い な い とい う批判 もあ る 。 第 2節 で は 企 業 と産業

の 情報化 の 進展状 況 をマ ク ロ 的に 追 っ て み る 。 第 3 節 は 企業の 情報化 の

現状 をい くつ か の 事例 と と もに 議論す る 。 第 4 節 で 生 産の 情 報化 を ， 第

5 節 で は流 通 の 情報 化に つ い て
， 第 6 節 で は 中小企 業の 情報化の 現 状 を ，

そ して 第 7 節 で 繊 維産 業 の 情報化 を議論す る 。 最後 に ， 日本 に お け る 企

業 ・産業 の 情報化 に と もな う問題 点を議論 したい
。

2 ． 情報化の 現状

　企業の 情報化投資 は深刻 な不 況 の 中で 減 退 して い る 。 あ る情報化投資

調査 に よれ ば
1｝

，
1992年 よ り情報化投資 は減少に転 じて

，
93年に は 「情

報化 投資 の 動 向」が 「増加 す る」 と回答 した企業の 割合は前年比 で 10％

減少 して 22．6％ とな っ た 。 他 方 ， 「減 少 す る 」 と回答 した 企 業 の 割 合 は

6 ％増加 して 31．1％とな っ た 。 そ れ まで 企 業競争力 の 決め 手 と考 え られ
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規 制 も政府 だけが批判 されて い る が ， 企 業 に よ っ て は そ れ に よ っ て利益

を受 け て きた し， 規 制 の は び こ る 原 因が 日本社 会 に根 ざ して きた こ とは

否定 で きな い
。

　情報 化 とい う言 葉は 様々 な意味 に 使用 され て きた 。 こ こ で は
，

い わ ゆ

る 「産 業 の 情 報化」 を 考察 の 対 象 と して
， 「情 報 の 産 業化」 は 副 次的 に

しか 扱 わ な い
。 「産業の 情報化」は情報機器 ，

ソ フ ト， 情 報処理 サ ー ビ ス
，

情 報提供 サ
ー ビ ス な どの 情 報産業 を育成 し情報 の 産業化 を促 進 して きた

が
， 同時 に 情報の 産業化 は 産業 の 情 報化 を促 進 して きた とい う意 味で ，

両者 は 相互 依存的 な 関係に ある 。

　産業 の 情 報化 は生 産 活動 に投 入 す る情報 と い う資源 の 重要 性 が 増 加 し

た とい うこ とで あ る 。 市場， 顧 客 ， 技術 ，
生 産 に 関 す る 情報 ， そ して 関

連企業 との 情報 の 共有の 必要性が 増大 した 。 海外 の 安価 な製品 との 競争，

消費者の 嗜好の 多様化 や 商品の ライ フ サ イ クル の 短縮に対 して
， 企業 は

多品種 少 量生 産 や ク イ ッ ク ・リス ポ ン ス とい っ た対 応 をせ ざる を え な

い
。 そ の た め に は 的確 な需要構造の 把 握 ， 低 コ ス トと高品質の 生 産， 短

期間の 企 画 ・製 品開発 が 必 要 で あ り， 様々 な情報機器 の 導入が それ を可

能 と して きた 。

　 コ ン ピ ュ
ー タ

，
コ ピー 機 ，

ワ
ー

プ ロ
， そ して フ ァ ッ ク ス な ど の OA

機器の 導入 に よる事務 処 理 の 情 報化 ，
FA

，
　 FMS

，
　 CIM ，

　 CAM な どの

工 場 内 の 機器 の 自動化 と統合 に よ る 生 産現場 の 情 報化 ， CG や CAD に

よ る デ ザ イ ン や 設計 の 情 報化 ， OPS ，　 VAN ，　 EOS な どの 利用 に よ る物

流や デ
ー

タ通信 の 情報化 ， そ して SIS （戦 略的情報 シ ス テ ム ），
　 MIS （経

営 情報 シ ス テ ム ）， DSS （意 思 決定支援 シ ス テ ム ） な どの マ ネ ジ メ ン ト

・シス テ ム
， さ らに LAN ，

　EDI 利用 な どの ネ ッ トワ ー ク に よ る情報化 を ，

産業の 情報化 と総称す る もの と し よ う 。 情 報化は 機 器 を単体 で 導 入 して

も大 きな効果 は え られ ない が ， シ ス テ ム と して 統合 さ れ る と き重要 な経

営革新 の 手段 となる 。

　 わ れ わ れ は企 業が どの よ うに 情報 化 に 取 り組 ん で い る か を実態調査 し
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日本企業の 情報化 の 問題点
＊

岡　本 　義　行

1 ． は じめ に

　 コ ン ピ ュ
ー タや 情報通信の 発展 は

，
生 産活動ば か りで な くラ イフ ス タ

イ ル を も大 き く変 えつ つ ある 。
ゴ ア 副大統領 の 「情報ス ーパ ー ハ イウ エ

ー
構想」 をきっ か け と して ， ISDN な どの 情報 イ ン フ ラ の 整備 が国力 を

左右 す るか の よ うな議論 も行わ れ て い る 。 有力な成長産業が 見 あた らな

い 現在 ，
マ ル チ メ デ ィ ア は 久々 の 花形 産業 と して 多 くの 企 業が 雪崩 を打

っ て 参入 しつ つ ある 。 期待だ けが 膨 らむ高度情報化社 会の 将来 は まだ見

えない
。

　ハ
ー

ドの 技術水準 は ともか くと して ， 情報化 の 進展 にお い て ， 日本 は

ア メ リカ に 遅 れ を と っ て い る とい わ れ て い る 。
パ ソ コ ン の 普及度で ア メ

リカ と 日本 の 格差 は 3 倍 ， さ らにパ ソ コ ン の ネ ッ トワ ー
ク化で は 6倍 ，

デ
ー

タベ ー ス の 市場規模 で は 6 倍 と推定 されて い る 。 企 業の 情報化 に つ

い て もそ の 進展 の 度合 い に 大 きな格差 が見 られ る 。 情報機 器 の 利用 に た

い して ア メ リカ の 企 業 は積極 的 に 取 り組 ん で い るが
， 多 くの 日本企業は

む しろ後追い を して い る よ うで ある 。 こ の 差 は どこ か ら生 まれて きたの

で あろ うか 。

　主要 な原 因は政府 の 規制 に あ る とされ て きた 。 新 しい 事業展 開が様 々

な規制や 煩雑 な許認可 に よ っ て 阻害 され て い る とい うもの で ある 。 しか

し 日本の 情報化 を遅 らせ て い る 原 因は 企 業組織 ， 取引形態 ， 企 業 間関係 ，

あ る い は社 会習慣や 人 々 の 考 え方 の 中にあ るの か も しれ ない
。 さ らに ，
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